
だ だ ちゃ豆畑 地化 の進 む農 業集 水 域 河川 の水 質変 動

Water quality change in the river at agricultural basin

inlreasing Daど2ご/2盟2盟θ upland field

○梶原 品彦求
 安 西俊彦 者

 横 澤怜 史☆ 深 出正健十

Akihiko KAJIHARA,Toshihttko ANZAI,Satoshi YOKOSAWA,Masatake WttYAMA

1 .はじめに

近年,山 形県鶴岡市お よびその近郊ではだだち

ゃ豆の作付面積が急激 に増加 している (表 1 )。こ

れ らの大部分は水 田か らの転用または水 田汎用化

によるものである。特に本市 白山地区では
`自

由

だだちゃ豆
'の

ブラン ド化 によ り水 田面積の減少

と畑地面積 の増加 が頭著である。

そ こで本研究では同地区を流れ る湯尻川 を調査対象 と

与える影響 について調査 ・検討す ることとした。

2.調査概要

湯尻川 は,鶴 岡市街 の南方,湯 田川温泉街の東

南に位置す る金峰山 (標高 456.lm)西 北嶺 を源

流 とし,全 長 9.6km,流 域面積 21.8km2で ,大 山

地区で大山川 と合流す る一級河川赤川水系大山)il

の支流 で あ る (図 1)。 流域 の土地利 用 は森 林

46.4%,水 田 37.8%,畑 3.2%,そ の他 (住宅地 ・

工場な ど)12.6%で ある。農業地帯は河川上流で

水 田地帯が広が り,下 流 に行 くに従い畑地帯が広

がつてお り,こ れ らの農業排水が流入 している。

サンプル採取は原則 として週 1回 ,流 下方向に

8～ 10ヶ 所で行つた。調査期間は 2008年 4月 ～8

月 (濯滋期)お よび 2008年 9月 ～2009年 1月 (非

濯概期)で ,分 析項 目は水温 ・EC・ pH・ DO・ 溶

存イオン濃度 ・SS濃 度 ・DTOC濃 度 ・DTN濃 度

である。 また,対 照河川 として流域の畑地化が進

んでいない近接河川である内川で同時に採水調査

を行 つた。

3.結果お よび考察

流下方向の変動 と,溶 存イオン濃度の時期的変

動の結果 を併せて見てみると,上 流～中流域 (水

田地帯)で 全ての溶存イオン濃度が濯滋期 ・非灌
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し,畑 地面積の増加 が河川水質に
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滋期の両時期で上昇 した。 このことは流

下す る間に,集 落排水や農業排水な どが

流入す ることに起因す る。

次に中流域 (水田地帯)～ 中流域 (畑

地帯)～ 下流域 にかけて N0 3 ~濃度が灌漑

期に上昇 した (図 2 )。白山新橋地点か ら

白山関根橋地点にかけては最 もだだちゃ

豆の生産が盛んな地域であ り,畑 の面積

割合が急増 している。

また,N 0 3 ~濃度の経時変動 を見てみる

と,内川 とは異な り,湯尻川 の中流域 (畑

地帯)で は降雨 と共に普段 よ り濃度の高

い N0 3 ~が検出 された (図 3 )。降雨時およ

び降雨直後 に採取 した畑暗渠流出水か ら

も高濃度の N0 3が 検 出 されてお り,水 日

暗渠流出水の N0 3 ~濃度は低かったため,

湯尻川 の降雨時の水質変動は畑暗渠か ら

溶出 している窒素肥料 による影響が大き
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図 3  Precipitation and N03~ concentration

in YUJIRI river and UTIKAWA river

い もの と考 え られた。

中流域 (畑地帯)の 負荷量 (表 2 )を 見てみると,N 0 3 ~は他の溶存イオンとは異な り濯

漑期の負荷量が非濯漑期 よ りも多 くなった (年負荷量に対す る濯概期負荷量 =7 4 . 1 % )。以

上か ら湯尻川 の水質は,濯 滋期は農業排水が,非 擢滋期は集落排水な どが大きな影響 を与

えていると考 えられ る。特に今後 も増加す ると予想 され る畑地か らの N0 3 ~の流出について

は,河 川水質に与える影響 について注視す る必要がある。
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